ア　事前研究会からの変化
〇　事前研究会では、課題のもたせ方や動きを高めるための手立て、ICTの効果的な活用、評価について意見が出された。
・　当日の授業では、児童が個人やグループの課題などを共通理解することで、主に運動する児童だけでなく、運動をささえる周りの動きについても意識が高まり、互いに試行錯誤しながら課題を解決しようと取り組んでいた。
・　「移動式長縄」では、タイミングやリズムを取るために、各グループで口伴奏などの工夫がみられ、事前研と比べて動きの質が高まっていることが確認できた。
・　タブレットを用いてグループの動きを確認することで、運動をしている時には気付けなかった動きに着目することができ、跳び手だけでなく回し手の課題など新たな課題を発見することができた。
・　評価については、「動きの内容」「高まった体力」「動きのポイント」「次時の目標」の観点をもとに評価し助言することで、児童の思考力、判断力、表現力等の育成に役立てることができた。

イ　視点に対する最終的な成果
〇　カリキュラム・マネジメントの工夫
　　　・　保健で学習した「けがの予防」や「病気の予防」と関連付けて指導することで、体つくり運動を学習する意義をより一層理解させ、効果的な学習につなげることができた。
　　　・　道徳の「あきらめない心」や「相手を理解する心」などについて学習することで、学習中における自己や他者との関わり方の理解につながり、体育科及び道徳科相互に効果を高めることができた。
　〇　ひなたプログラムの計画的な活用
・　ひなたプログラムでは、児童が自己の課題に応じた運動を選択して動きを高めていく中で、人数や距離などの条件を工夫し、さらに体の柔らかさなどを高めようとしながら主体的に取り組むことができた。
　〇　思考力、判断力、表現力等を育成するための学習カードの工夫
[bookmark: _GoBack]・　学習カードには、感じたことや考えたことを言葉だけでなく、図や絵を用いて表現できるようにした。また、動きの高まりをレーダーチャート上に示すことで、児童自身が動きの高まりを視覚的に捉えながら自己評価を行うことができた。さらに、レーダーチャートをもとに根拠を示しながら振り返ることで、体力の要素に着目しながら高めることができた。体力や次時の課題について具体的に記入することができるようになり、児童の思考力、判断力を高めることにつなげることができた。
